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就労継続支援A型事業所における地域連携活動実施状況報告書

11i「,卜名 しおり黒部

住 所 黒部植木491‐1 コー トハゥスKlF

電話番号 0765-55‐ 1616

事業所番号 1610700245

管理者名 慶田 幸代

対象年度

…

2o23″″ス

地域連携活動の概要

・活動場所
黒部・魚津 アパー ト22か所

。実施日程
平日 9:00～ 14:30

,実施した生産活動 。施設外就労の概要
アパー トの共用書「の清掃 ,点検

・利用者数
4名

く目的>
地l■ 饉携活動のねもい

層用の電解や積労の籠金にll,の―■としてルールを身に付け生,`のパランスを整え

おДいの■ ‐ヽズをFlた すため協力し●●い、:0互のメリツトを

'受
できる体市1,作 ′.多 :1"ω

ある企栞と事業籠間 でt● 晨な僣情田係の‖望

対彙者にとってのメリ ント

日立した生活を送 る格盤をつくり安0.● 次に槃lfも 毬欲を情 cるほか 社会31責 任を果た t.企
鷺としての0値 01造につながる!まか l■会瞑編の促ltを

“

る

`奏鮨 した鮨果

活動の認知によ り社会的費llを 巣たす。

.得 られた成果

新たなIEIRllを見つける事ができ、JI練 を通じ社会との間わり方を学び―触帆労
への不安を軽減、自党や責任の大Ulさ を改めて確認できる。

,課題点
地域レベルでの関係者の理解や協力関係の確立などまだ十分と言えない事やネッ
トワータの強1ヒ

活動内容を理解し連携を進められるよう慣40交換の場作りの充実・強化,

連携先の企業等の意見・感想 目

<成果>
連携 した結果に対する評価
今後の連携強化に向けた今後の課題

報告・連絡・相談 を徹底 し、より良い信頼関係 を築きなが ら業務向上を図る。

連携先企業名 渋湘 ライフサービメ 担当者名 づ ゑ/多 ニ
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就労継続支援A型事業所における地域運携活動実施状況報告書

事業所名 しおり黒部

住所 黒部植木4911 コー トハゥスKlF

電話番号 0765-55-1616

事業所番号 1610700245

管理者名 廣田 幸代

対象年度

…

202P々晨

地域連携活動の概要

。活動場所
黒音B市 有限会社AITECHNO

・実施日程
平日 9:00～ 14:30

・実施した生産活動・施設外就労の概要
配線の組立て・検査・テープ貼り

・利用者数
5名
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・地域連携活動のねらい

壁冨雰展雪9賢誓基贅なp機
会に社会の一員としてルールを身に付け

・地域連携活動のメリット

を保輪?羅肩馨「
満たすため協力し合い、相互のメリットを享受でき

。対象者にとってのメリット
会的責任を果たし企業としての価値創造につながるほか、社会復帰
促進を図る。

不ャルの向上・地域のイメージを知る事により誇りを持ち、携われる
事への感謝の気持ちを持てる。

・得られた成果
たな選択肢を見つける事ができ、訓練を通じ社会との関わり方を学び一般就労
の不安を軽減、自党や責任の大切さを改めて確認できる。

・課題点
地域レベルでの関係者の理解や協力関係の確立などまだ十分と言えない事やネッ
トワークの強化。
活動内容を理解 し連携を進められるよう情報交換の場作りの充実・強化。

連携先の企業等の意見 “感想

<成果>      ~
連携した結果に対する評価
今後の連携強化に向けた今後の課題
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連携先企業名
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就労継続支援A型事業所における地域運携活動実施状況報告書

事業所名 しおり黒部

住 所 黒部植木491‐ 1 コー トハウスKlF

電話番号 0765‐ 55‐ 1616

事業所番号 1610700245

管理者名 廣田 幸代

対象年度 20ミ 3年た

地域連携活動の概要

・活動場所
黒吉F市 株式会社スターゲイ ト新川 黒部スタジオ

・実施日程
依頼を受けた平日 9:00～ 14:30

・実施した生産活動・施設外就労の概要
ポスティング・情報誌の配布(施設)

・利用者数
2名 ～3名

<活動の様子>

障害者燿用の理解や就労の機会に社会の一員としてルールを身に付け生活のパランスを整え
る。

・地域連携活動のメリッ ト

お互いのニーズを満たすため協力 し合い、相互の メリッ トを享受できる体制を作 り、多様性の

ある企業と事業所間で優良な1言頼関係の構築。

・ 対象者にとってのメリッ ト

社会的責任を果た し企業としての価値倉1造 につながるほか、社会復帰の促進を図る。

・実施した結果
活動の認知により社会的責任を果たす。

・得られた成果
新たな選択肢を見つける事ができ、訓練を通じ社会との関わり方を学び―nl就労
への不安を軽減、自党や責任の大切さを改めて確認できる。

,課題点
地域レベルでの関係者の理解や協力関係の確立などまだ十分と言えない事やネッ
トワークの強化。
活動内容を理解し連携を進められるよう情報交換の場作りの充実・強化。

連携先の企業等の意見・感想

<成果>
連携した結果に対する評価
今後の連携強化に向けた今後の課題
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連携先企業名 材 調 土ム%管 卜1こ4111 担当者名 ズ〈森 1髪
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